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一
月
二
一
日
、
ま
ち
づ
く
り
や
人
材
育

成
の
取
り
組
み
な
ど
を
取
材
す
る
た
め
、
鹿

児
島
市
役
所
を
訪
ね
た
。
当
日
は
冬
に
も
か

か
わ
ら
ず
汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気
で
、
県
下
最

大
の
繁
華
街
で
あ
る
天
文
館
は
多
く
の
人
々

で
賑
わ
っ
て
い
た
。
市
庁
舎
は
天
文
館
か
ら

ほ
ど
近
く
、
前
方
に
波
静
か
な
錦
江
湾
（
鹿

児
島
湾
）
と
雄
大
な
活
火
山・桜
島
を
望
み
、

後
方
に
は
西
南
戦
争
最
後
の
激
戦
地
と
な
っ

た
城
山
と
呼
ば
れ
る
丘
陵
が
横
た
わ
る
、
都

市
と
自
然
、
歴
史
・
文
化
が
調
和
し
た
中
心

市
街
地
に
位
置
し
て
い
る
。

鹿
児
島
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
振
興

鹿
児
島
市
の
人
口
は
、
平
成
二
五
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
局
面
に
移
行
し
、
現
在
は
約

五
九
万
五
〇
〇
〇
人
と
六
〇
万
人
を
割
り
込

み
、
さ
ら
に
二
〇
年
後
に
は
八
万
人
程
度
の

減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
中
、

鹿
児
島
市
で
は
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
、
平
成
二
九
年
に
「
か
ご
し
ま
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」（
立
地
適
正
化

計
画
）
を
策
定
し
た
。
同
プ
ラ
ン
を
推
進
す

る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
現
在
、
中
央

町
十
九
・
二
〇
番
街
区
と
千
日
町
一
・
四
番

街
区
で
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
市
街

地
再
開
発
事
業
が
進
行
し
て
い
る
。

中
央
町
十
九
・
二
〇
番
街
区
で
は
、
Ｊ

Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅
前
に
地
上
二
四
階
、
地
下

一
階
、
延
べ
面
積
四
万
七
七
〇
〇
㎡
、
高
さ

約
一
〇
〇
ｍ
の
住
宅
や
商
業
・
業
務
施
設
が

入
る
再
開
発
ビ
ル
を
建
設
す
る
。
併
せ
て
、

駅
前
広
場
の
市
道
拡
幅
や
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
の
整
備
等
を
通
じ
て
、
陸
の
玄
関
口

に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
空
間
の
創
出
を
目
指
し

て
い
る
。
駅
前
広
場
デ
ッ
キ
の
開
通
は
令
和

二
年
九
月
、
複
合
ビ
ル
の
オ
ー
プ
ン
は
令
和

三
年
春
の
予
定
で
あ
る
。

千
日
町
一
・
四
番
街
区
で
は
、
天
文
館

の
電
車
通
り
に
面
し
て
地
上
十
五
階
、
地
下

一
階
、
延
べ
面
積
約
三
万
六
五
〇
〇
㎡
、
高

さ
約
六
〇
ｍ
の
再
開
発
ビ
ル

を
建
設
す
る
。
商
業
・
業
務
施

設
や
ホ
テ
ル
の
ほ
か
、
図
書

館
、
屋
上
庭
園
、
展
望
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
が
入
り
、
天
文
館
の

観
光
や
商
業
の
新
た
な
拠
点

と
し
て
期
待
さ
れ
、
令
和
四
年

春
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て

い
る
。
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中央町１９・２０番街区再開発（右）と千日町１・４番街区再開発（上）
の全体イメージパース

賑わいをみせる天文館
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ま
た
、
副
都
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
谷
山
地
区
で
は
、
踏
切
に
よ
る
交
通
渋
滞

の
解
消
や
鉄
道
で
分
断
さ
れ
た
地
域
の
一
体

化
を
図
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
指
宿
枕
崎
線
の
谷
山

駅
と
慈
眼
寺
駅
間
二
・
七
㎞
を
高
架
化
す
る

事
業
が
鹿
児
島
市
の
施
行
で
進
め
ら
れ
、
平

成
二
八
年
に
谷
山
駅
と
慈
眼
寺
駅
の
新
駅
舎

と
と
も
に
完
成
し
た
。
本
事
業
に
併
せ
て
、

谷
山
駅
周
辺
で
は
土
地
区
画
整
理
事
業
も
実

施
し
て
お
り
、
副
都
心
の
核
と
し
て
魅
力
あ

る
都
市
空
間
の
形
成
や
都
市
機
能
の
集
積
が

図
ら
れ
て
い
る
。

観
光
に
目
を
向
け
る
と
、
冒
頭
触
れ
た

と
お
り
、
鹿
児
島
市
は
高
度
な
都
市
機
能
を

有
し
、桜
島
を
は
じ
め
世
界
に
誇
れ
る
自
然・

景
観
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
の
歴

史
・
文
化
、
さ
ら
に
は
街
中
で
楽
し
め
る
温

泉
、
芋
焼
酎
や
黒
豚
に
代
表
さ
れ
る
食
な
ど

多
種
多
様
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

中
で
も
、
平
成
二
五
年
に
活
火
山
と
都
市
の

共
生
が
評
価
さ
れ
て
誕
生
し
た
「
桜
島
・
錦

江
湾
ジ
オ
パ
ー
ク
」、
平
成
二
七
年
の
旧
集

成
館
関
連
遺
産
群
を
含
む
「
明
治
日
本
の
産

業
革
命
遺
産
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
、
平

成
二
八
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
鹿
児
島
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
を
追
い
風
と
し
て
、
近
年
、
観
光

客
数
は
国
内
外
と
も
好
調
に
推
移
し
て
い

る
。
鹿
児
島
市
で
は
、
観
光
の
高
い
優
位
性

を
生
か
し
て
、
さ
ら
に
観
光
振
興
に
力
を
入

れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
場
の
確

保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

土
木
技
術
職
員
研
修
の
取
り
組
み

鹿
児
島
市
の「
人
材
育
成
基
本
方
針
」（
平

成
二
六
年
改
訂
版
）
を
見
る
と
、
こ
れ
か
ら

の
市
政
を
担
う
職
員
に
求
め
ら
れ
る
「
あ
る

べ
き
職
員
の
姿
」
と
し
て
、
①
公
正
で
誠
実

な
職
員
、
②
市
民
と
協
働
す
る
職
員
、
③
積

極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
職
員
、
④
経
営

感
覚
を
持
っ
た
職
員
、
⑤
活
力
あ
る
職
場
づ

く
り
に
貢
献
す
る
職
員
の
五
つ
の
職
員
像
を

掲
げ
、
人
材
育
成
の
目
標
と
し
て
い
る
。

同
市
建
設
局
で
は
、
人
材
育
成
基
本
方

針
の
職
員
像
を
踏
ま
え
、
研
修
の
側
面
か
ら

土
木
技
術
職
員
の
人
材
育
成
を
効
果
的
に
進

め
る
た
め
、
平
成
二
七
年
一
月
、「
鹿
児
島

市
土
木
技
術
職
員
研
修
方
針
」を
策
定
し
た
。

建
設
管
理
部
管
理
課
技
術
管
理
係
の
大
江
千

之
主
幹
は
そ
の
策
定
趣
旨
に
つ
い
て
、「
大

規
模
災
害
を
経
験
し
た
職
員
の
退
職
や
公
共

事
業
の
削
減
に
よ
る
事
業
量
の
減
少
等
に
よ

り
、
長
年
培
わ
れ
て
き
た
技
術
力
の
継
承
や

維
持
向
上
が
課
題
」
と
し
て
、「
計
画
か
ら

整
備
、
維
持
管
理
ま
で
を
総
合
的
に
カ
バ
ー

す
る
高
い
技
術
力
を
持
っ
た
土
木
技
術
職
員

を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
指
摘
し
た
。

土
木
技
術
職
員
研
修
は
、
基
本
研
修
、
専

門
研
修
、
派
遣
研
修
、
特
別
研
修
の
四
つ
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。
基
本
研
修
は
、
技
術
管

理
係
が
研
修
内
容
を
計
画
し
、
新
規
採
用
や

経
験
年
齢
に
応
じ
た
職
員
の
ほ
か
公
共
工
事

に
携
わ
る
職
員
に
対
し
て
、
測
量
や
設
計
積

算
等
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る
。
専
門
研

高架化されたＪＲ指宿枕崎線の谷山駅周辺

旧集成館 反射炉跡 ©Ｋ.Ｐ.Ｖ.Ｂ

城山展望台から望む鹿児島市街地と桜島 ©Ｋ.Ｐ.Ｖ.Ｂ
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修
は
、
鹿
児
島
県
や
県
の
建
設
技
術
セ
ン
タ

ー
等
が
開
催
す
る
研
修
に
参
加
し
て
、
工
事

監
督
や
設
計
な
ど
特
定
分
野
の
専
門
的
な
知

識
・
技
術
の
習
得
を
図
る
。
派
遣
研
修
も
同

じ
く
特
定
分
野
の
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る

も
の
だ
が
、併
せ
て
全
国
的
な
視
野
に
立
ち
、

他
の
自
治
体
職
員
と
の
交
流
も
深
め
な
が

ら
、
今
日
の
技
術
お
よ
び
行
政
課
題
に
対
す

る
検
討
や
事
例
研
究
を
行
う
。
全
国
建
設
研

修
セ
ン
タ
ー
の
研
修
も
派
遣
研
修
の
一
つ
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
特
別
研
修
は
、
幅

広
い
分
野
の
知
識
等
を
習
得
す
る
た
め
、
主

に
外
部
の
専
門
講
師
を
招
い
て
実
施
す
る
研

修
や
講
演
会
で
あ
る
。

鹿
児
島
市
の
土
木
技
術
職
員
研
修
の
特

徴
は
、
上
記
の
体
系
化
さ
れ
た
研
修
構
成
に

加
え
て
、
土
木
技
術
職
員
研
修
検
討
委
員
会

の
設
置
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

大
江
主
幹
は
、「
も
と
も
と
は
建
設
局
長
と

部
長
が
検
討
委
員
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
し

た
が
、
よ
り
具
体
的
な
発
注
関
係
課
の
状
況

や
意
見
等
を
研
修
計
画
に
反
映
す
る
た
め
、

平
成
三
〇
年
度
か
ら
各
事
業
課
の
課
長
に
メ

ン
バ
ー
構
成
を
改
編
し
ま
し
た
。
検
討
委
員

会
で
は
、
個
々
の
研
修
ご
と
に
今
年
度
の
評

価
と
次
年
度
の
変
更
点
等
を
検
討
し
、
研
修

内
容
の
改
善
・
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
」
と

説
明
し
た
。

セ
ン
タ
ー
研
修
の
感
想
と
要
望

当
セ
ン
タ
ー
の
研
修
に
は
、〈
別
表
〉
の

と
お
り
、
令
和
元
年
度
は
二
〇
名
の
職
員
を

派
遣
い
た
だ
い
た
。
そ
の
う
ち
、
土
木
技
術

職
員
研
修
の
一
環
で
受
講
さ
れ
た
三
名
の
方

に
セ
ン
タ
ー
研
修
の
感
想
を
お
聞
き
し
た
。

『
都
市
計
画
』
を
受
講
し
た
都
市
計
画
部

都
市
計
画
課
の
宮
好
宏
さ
ん
は
「
今
年
度
か

ら
都
市
計
画
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
都

市
計
画
に
関
す
る
各
種
制
度
な
ど
を
基
礎
か

ら
学
べ
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ

た
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
国
分
寺
駅

周
辺
を
調
査
し
、
地

区
計
画
を
策
定
し
た

課
題
演
習
が
印
象
に

残
っ
て
い
る
と
言
い
、

「
他
自
治
体
の
都
市
計

画
の
考
え
方
や
進
め

方
を
聞
け
た
の
は
有

意
義
だ
っ
た
」
と
話

し
た
。

『
開
発
許
可
』
を
受

講
し
た
都
市
計
画
部
土
地
利
用
調
整
課
の
上

谷
佳
寛
さ
ん
は
、「
基
礎
的
な
知
識
に
加
え

建
築
基
準
法
な
ど
関
連
す
る
法
令
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
い
ま
の
仕
事
に
と
て
も
役
立
っ

て
い
る
」
と
収
穫
を
口
に
し
た
。
宮
さ
ん
と

同
じ
く
課
題
演
習
が
印
象
深
か
っ
た
よ
う

で
、「
開
発
許
可
に
あ
た
っ
て
ど
う
い
う
条

件
を
付
け
る
か
な
ど
、
法
律
は
一
つ
だ
け
れ

ど
も
各
自
治
体
で
解
釈
の
違
う
部
分
が
あ

り
、
そ
れ
を
討
議
し
な
が
ら
ま
と
め
て
い
く

の
が
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

道
路
部
道
路
維
持
課
の
松
下
飛
鳥
さ
ん

は
来
年
度
以
降
、
橋
梁
の
維
持
補
修
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、自
ら
希
望
し
て『
道

路
管
理
者
の
た
め
の
橋
梁
維
持
補
修
』
を
受

講
し
た
。
道
路
構
造
物
の
点
検
・
補
修
は
業

務
委
託
で
、
実
際
に
現
場
に
出
る
機
会
は
ほ

と
ん
ど
な
い
そ
う
だ
が
、「
損
傷
具
合
や
補

修
方
法
な
ど
を
業
者
と
打
ち
合
わ
せ
す
る
際

に
、
自
分
の
意
見
や
考
え
を
発
言
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
、研
修
成
果
を
強
調
し
た
。

最
後
に
セ
ン
タ
ー
研
修
へ
の
要
望
を
大

江
主
幹
に
お
聞
き
す
る
と
、「
働
き
方
改
革

が
言
わ
れ
る
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し

た
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
が
国
の
主
要
施

策
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
の
発
注
規
模
が

比
較
的
小
さ
い
こ
と
や
、
受
注
者
の
設
備
投

資
の
観
点
か
ら
施
工
を
希
望
す
る
業
者
が
稀

で
あ
る
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
そ
の
準
備
だ
け
は
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の

研
修
コ
ー
ス
を
要
望
し
た
。

※
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
要
望
に
応
え
て
、
令

和
二
年
度
の
研
修
コ
ー
ス
と
し
て
、
土
木
工
事
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
や
活
用
方
法
を
学
ぶ
『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工

の
ポ
イ
ン
ト
』
を
新
設
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鹿児島市のセンター研修参加状況（令和元年度）
【参加人数：20名】

参加研修名 研修期間
都市再開発 4日
都市計画 5日
公園・都市緑化 5日
区画整理 5日
開発許可 4日
下水道 4日
道路管理者のための橋梁維持補修 3日
会計検査指摘事例から学ぶ 2日
建築基準法（建築物の監視） 5日
公共建築工事積算 5日
建築設備（空調） 5日
建築設備（電気） 5日
建築物の維持・保全 4日
建築物の環境・省エネルギー 3日
公共建築設備工事積算（電気） 3日
建築リニューアル 3日
建築工事のポイント 4日
建築設備（機械）改修 3日
建築工事監理 5日

注）「開発許可」には２名参加。

お話を伺った大江主幹（後列左から２人目）はじめ鹿児島市役所の皆さん


